
ふ れ あ い 

ト ｰ ク 

ま ち づ く り 

上 庄 地 区 

日時 平成27年7月29日 
    午後７時～９時 
場所  上庄公民館 



コンビニ交付の実施に向けて 

コンビニ交付サービスの検討に至った背景 

コンビニ交付サービス実施による課題解決 

○平成２７年度中に交付機とサーバーの更新が必要となる 
○住民ニーズの高まり 
 ・サービス拠点拡大の要望 
○行政サービスに対するニーズの多様化 
 ・銀行ATMの夜間休日利用、コンビニATMの定着 
○行政手続きの簡素化 
 ・申請手続きの簡素化への要望 



コンビニ交付サービスの最大の特徴は、 
証明書交付拠点数が格段にふえます。 

導入効果① 発行拠点数の拡大 

全国約46,000店舗 富山県内約460店舗 北陸三県約1,300店舗 



セブンイレブン（4店舗） 

ローソン（7店舗） 

ファミリーマート（2店舗） 

サークルKサンクス（3店舗） 

導入効果① 発行拠点数の拡大 

氷見市内のコンビニは合計16店舗 
証明書を取得できる場所が大幅に拡大 



導入効果② サービス提供時間の拡大 

現在の氷見市証明書交付提供時間 

コンビニ交付サービス導入後の証明書交付提供時間 

平日 土日・祝日 

市民課窓口 08:30-17:15 - 

証明書自動交付機 09:00-19:00 08:30-17:00 

平日 土日・祝日 

市民課窓口 08:30-17:15 - 

全国各コンビニ店舗 06:30-23:00 06:30-23:00 

コンビニ交付サービス実施により 
さらに提供時間を拡大します。 



平成25年3月21日 厚生労働省政策統括官付 情報政策担当参事官室 
「番号法案に係る厚生労働省関係の業務について」より引用 

老齢厚生年金の加給年金額の加算に関する手続 児童扶養手当の認定申請 

将来的には住民の証明書取得の機会は 
減るが、印鑑証明や戸籍証明は必要 

導入効果③ 戸籍証明書の対応 



■次第                                                                1 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 出席者紹介 

４ 昨年のふれあいトーク報告 

５ 地区の事業概要 

６ 質疑応答 

７ 地方創生について 

８ 意見交換会 

９ 閉会あいさつ 



■次第                                                          2 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

市長あいさつ 



■出席者紹介                                                   3 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

役職 氏名 所管部署等 

氷見市長 本川祐治郎 

市長政策・都市経営
戦略部長 

高橋 正明 
秘書・市民情報課 地方創生と自治への未来対話推進課     
芸術文化マネジメント室 スポーツ文化マネジメント室 
地域防災室 

地方創生政策監 宮本 祐輔 地方創生総合戦略策定や氷見市人口ビジョンに関すること 

建設農林水産部長 福嶋 雅範 
建設課   上下水道課   農林畜産課 
いのしし等鳥獣害対策室   水産振興課 

教育次長 草山 利彦 
教育総務課  学校教育課  教育総合センター 
図書館   博物館 

地域担当職員 新井 和浩 （所属） 地域防災室 

地域担当職員 粟屋 正弘 （所属） 福祉介護課 



■次第                                     4 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

昨年のふれあいトーク報告 
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■昨年度のアンケート結果                        5 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

古民家の件 

環境対策関係、人口対策 

空き家対策・問題 

イノシシ対策 

関心事 

外円：上庄地区 
中円：氷見市全体 
内円：全国農漁村調査結果 

ふれあいトークではどの項目に関心を
お持ちですか？ 困り事 

日々の生活の中で、不便なことや不安に思ったこと、
困ったことはありませんか？ 



未 定 

対応済 27年度内 

28年度以降 

402-福祉について 

403-産院、助産院の把握 

406,407-イノシシ対策（継続） 

25/2047-県営ため池の整備（継続） 

401-空き家老朽化 

 

 

404-鞍川往易線の工事 

408-小学校の統合 

 

可能 
25/2044-粟屋前田線の水路 

■これまでの質問や要望の対応                 6 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

※会場や現地確認で出たご質問やご要望を記載   

不可能 405-事業所向けの合併浄化槽補助 



今年度の対策 
○ハード 
   電気柵、ワイヤーメッシュによる侵入防止総延長 約400km 
   捕獲檻17基増設予定 総数109基 
 

○ソフト（環境づくり） 
   エサや隠れ場所対策等の周知用チラシ、パトロール強化 
 

捕獲数 
○142頭（7/29現在、同時期64頭） 昨年412頭 

いのしし等鳥獣対策課 30－7088 

■イノシシ対策                                           7 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 



■空き家紹介奨励補助金                           8 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

平成２７年４月１日より、空き家情報バンク
に登録可能な空き家及びその所有者を市に
紹介した者に対し、対象の空き家が氷見市
空き家情報バンクに登録され、譲渡又は貸
与されたときに補助金を交付します。 

補助金の額は、１件につき20,000

円とします。 

（補助金の交付は、対象となる空
き家に対し、１回限りとします。） 

◆申請先及び問い合わせ先 

地方創生と自治への未来対話推進課 

              TEL７４－８０７５ 



■25/2047-県営ため池の整備                    9 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

 平成27年度 設計費 1,500万円 
      （うち市負担金150万円） 
 
 



中尾 

平成27年度 工事費 840万円 

■404-鞍川往易線の工事                     10 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 



■次第                                   11 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

上庄地区の事業概要 



■地区の工事箇所                             12 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

実施 
年度 

工  事  名 工事場所 契約（予定）日 完成（予定）日 
契約金額または

予算額 

H27 公共等関連汚水桝設置工事 大野 H27.4.23 H27.6.12 1,082,160 

H27 公共等関連汚水桝設置（その３）工事 大野 H27.5.14 H27.5.29 1,274,400 

H27 泉緑地４連ブランコ境界柵設置工事 泉 H27.6.16 H27.7.3 331,560 

H27 上田地内配水管布設替工事 上田 H27.7.22 H27.10.30 9,968,400 

H27 
県営ほ場整備(円筒分水槽・暗渠排
水整備）事業費負担金 

七分一 
H22から継続事
業 

  5,720,000 

H27 
県営ため池（瀬戸前大池）整備事業
負担金 

上田 H27.6.23 H27.12.15 1,500,000 

H27 鞍川往易線道路改良事業 中尾・鞍川 １０月予定   8,400,000 

        Ｈ27計 28,276,520 



■工事場所                                13 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

県営ほ場整備事業費負担金（円筒分水槽・暗渠排水整備） 



■工事以外の事業                            14 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

実施 
年度 

実施事業名 具体的な内容及び箇所 
補助等金額
または予算額 

担当課 備考 

Ｈ27 
氷見市有害鳥獣被害防止
対策補助金 

電気柵 上田 １件 100,000 
いのしし等鳥
獣害対策室 

  

Ｈ27 
氷見市有害鳥獣被害防止
対策補助金 

電気柵 七分一 ２件 39,000  
いのしし等鳥
獣害対策室 

  

Ｈ27 
氷見市有害鳥獣被害防止
対策補助金 

金網柵 中尾 １件 909,000 
いのしし等鳥
獣害対策室 

  

Ｈ27 
氷見市有害鳥獣被害防止
対策補助金 

金網柵 泉 １件 1,000,000  
いのしし等鳥
獣害対策室 

  

Ｈ27 
氷見市浄化槽整備推進モデ
ル地区事業 

中村地区において、浄化槽の
計画的な整備を行ったので、
浄化槽設置費などを補助する。 

5,000,000 上下水道課 予定 

Ｈ27 多面的機能支払交付金 

農地保全活動（草刈り・泥上
げ等）農村環境保全活動（花
壇の造成等）へ支援 
大野（3,587,080円）、泉（1,386,460
円）、中尾（1,866,476円）、上田
（2,486,590円）、柿谷（2,487,880円）、
七分一（801,900円）、中村
（1,836,000円） 

14,452,386 農林畜産課   

Ｈ27 
森林整備地域活動支援交
付金事業 

森林経営計画作成 柿谷
30ha 
事業主体：西部森林組合 

1,140,000  農林畜産課   



■工事以外の事業                            15 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

実施 
年度 

実施事業名 具体的な内容及び箇所 
補助等金額
または予算額 

担当課 備考 

Ｈ27 道路の原材料支給事業 中村 砕石１２ｔ 2,592  
建設課道の
管理 

  

Ｈ27 道路の原材料支給事業 中村 生コン１０ｍ3 183,600  建設課   

Ｈ27 道路の原材料支給事業 七分一 砕石３０ｔ 6,480  建設課   

Ｈ27 道路の原材料支給事業 上田 砕石２０ｔ 4,320  建設課   

Ｈ27 道路の原材料支給事業 上田 簡易舗装材２０ｍ3 162,000  建設課   

Ｈ27 水路整備地域支援事業 柿谷地内 238,347 建設課   

Ｈ27 市単土地改良事業 
土地改良支援事業 〔柿谷〕 
ため池堤体補修 

100,000 建設課   

Ｈ27 健康ウォーキング 
地区一般住民を対象とした
ウォーキング教室を実施（7月

19日 細越大池） 
5,000 

健康課・健康づ
くりボランティア
連絡協議会 

  

Ｈ27 健康教室 

地域の健康づくりの意識を高
め実践に結びつけることを目
的に講義、実践を行なう。 
（７月１０日「適切なお酒との
付き合い方」） 

職員対応 健康課   

Ｈ27 高齢者料理教室 

食生活改善推進員から一般
住民へ生活習慣病予防の食
事についての講習会を開催す
る（10月予定） 

4,000  
健康課・健康づ
くりボランティア
連絡協議会 

  



■工事以外の事業                            16 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

実施 
年度 

実施事業名 具体的な内容及び箇所 
補助等金額
または予算額 

担当課 備考 

Ｈ27 
介護予防事業 
高齢者レクリエーション教室 

高齢者を対象にレクリエーショ
ン教室を実施することで、閉じ
こもりや要介護状態になるこ
とを予防する。（5月21日、秋
頃予定） 

4,200 
健康課・健康づ
くりボランティア
連絡協議会 

  

Ｈ27 
介護予防事業 
高齢者元気ハツラツ教室 

高齢者がいきいきと自立して
生活できるように、食生活改
善に関する知識の普及を図る。
（5月28日） 

3,000  
健康課・健康づ
くりボランティア
連絡協議会 

  

Ｈ27 健診PR活動（旗立て） 
地区内に健診ＰＲの旗をたて、
住民健診の受診勧奨を行なう
（7～9月） 

2,000  
健康課・健康づ
くりボランティア
連絡協議会 

  

    H27計 23,355,925      



■次第                                   17 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

質疑応答 
 



■質疑応答                                18 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【上庄小学校育友会】 
 

○ 上庄小学校グラウンドについて 
 

 上庄小学校グラウンドの維持管理について、雨が降ると砂
が流れ、風が吹くと砂が飛ばされ下から固い地盤が露出し、
年々グラウンドの状態が悪くなっています。昨年、市の助成
を活用し、大型ダンプの５台の砂を入れたが、１台５㎥×５
台＝25㎥は厚さ３cmで敷均しても830㎡（約29ｍ×29ｍ）
と広大なグラウンドの中心部に少し入った程度で、まだ３倍
ほどの砂を投入しなければ、均一な状態とは言えません。 
 また、敷均し作業は育友会で行ったが、手作業では困難な
ため、地元建設会社より重機を出してもらい作業しました。 
 このようにグラウンドの維持修繕は、費用・労力の負担が
大きいため、市で整備し、児童が快適に、安全に使用できる
グラウンドを要望します。 
  
 



■質疑応答                                19 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【回答】上庄小学校グラウンドについて 
 

 上庄小学校では昨年度、保護者の皆様と学校とで学校環境
を整備する「ふれあい学校環境づくり事業」により、グラウ
ンドを整備していただき、深く感謝申し上げます。 
本事業は、「協働のまちづくり」の一環として、原材料や消
耗品代を市が負担し、市民の皆様に、学校施設の修繕等をし
ていただいているものであります。 
 学校のグラウンド管理につきましては、本事業とは別に、
毎年、各小学校に７万円の予算を配当し、学校で山砂等を購
入し、くぼみ等の補修に使用していただいております。こう
した補修により、グラウンドは相当程度改善されるものと考
えております。 
 しかしながら、グラウンドが、災害などにより毎年のメン
テナンスでカバーしきれないような危険な状態となった場合
は、教育委員会として適切な対策を講じてまいりますので、
御理解を賜りますようお願い申し上げます。 



■質疑応答                                20 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【上庄地区】 
 

○国道415号バイパスの早期完成 
  バイパスに接続する県道、市道（アクセス）の位置付け 
  事業認可時における関係地区の要望事項の実現の励行 
 
【回答】 
      アクセス道路につきましては、関係地区全体としての必 
   要性や重要性を検討した上で、各地区と相談しながら、整備 
 の優先順位や整備レベルを決めていきたいと考えておりま 
 すので、今後ともご協力をお願いいたします。 
    事業認可時における関係地区の要望事項につきましては、 
 平成２０年９月に一度整理・回答させていただいております。 
 その後の、詳細設計の完了や説明会等で出た要望等との整 
 合を図りながら、再度要望事項の整理を行ないます。その 
 上で実施可能なものにつきましては、実現に向けて取組ん 
 でまいります。 
 
 
 
○上庄川七分一から上田までの区間改修の早期実現 
【回答】 
  上庄川の河川改修について、県は、平成２７年度に河口 
 から国道１６０号までの区間について実施計画を策定し、  
 平成２８年度より河口から改修工事を行う計画と聞いてお 
 ります。河川改修には、長期の改修期間が必要であります 
 が、今後とも、七分一から上田までの区間について、より 
 早期の実現に向け県に働きかけてまいります。 
 



■質疑応答                                21 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【上庄地区】 
 

○上庄川七分一から上田までの区間改修の早期実現 
 
【回答】 
  上庄川の河川改修について、県は、平成２７年度に河口 
 から国道１６０号までの区間について実施計画を策定し、 
 平成２８年度より河口から改修工事を行う計画と聞いてお  
 ります。 
  河川改修には、長期の改修期間が必要でありますが、今 
 後とも、七分一から上田までの区間について、より早期の 
 実現に向け県に働きかけてまいります。 



■質疑応答                                22 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【中村地区】 
１ 中村粟屋堤 余水はけ改修工事 
   今年の県単工事組み入れ要望を氷見市土地改良区、農地 
    林務課ため池担当へ既に申請。現地視察を終え工事見積書 
    も手渡し済みなので、お取り計らい願います。 
 
【回答】 
  一度現地立会を行いましたが、ため池の水位が低く、漏 
 水状況が確認できませんでした。確認したうえで、関係機 
 関と協議を行っていきたいと考えています。 



■質疑応答                                23 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

２ 上庄川の雑木伐採 
   中村地区水面近くに雑木（主に柳の木）が大きくなり、 
    大雨の時には、その雑木に木の屑やゴミが引っかかる。  
    昨年、上庄大橋と中村大橋を一部伐採したとおり、今年も 
    引き続き上流川向橋にむけて伐採を要望します。氷見土木 
    事務所河川班にはお願いしています。 
 
【回答】 
    市からも県の河川班に要望を伝えてきました。 
  県では、管理している河川のパトロールを行い、現地を 
 確認して、順次雑木等を処理しています。 
  要望の箇所についても、現地を確認するとのことです。 



■質疑応答                                24 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【上田地区】 
○ 谷内山のため池の改修 
   谷内山のため池は平成20年度に復旧工事を終えましたが、 
    その後も堤体法尻から漏水が続いています。 
   県高岡農林振興センターや氷見市土地改良区等の指導の   
    下、漏水量の調査を平成25年7月から定期的に調査報告し 
    ています。現在は、ため池の貯水量を多くすると漏水量が 
    多いので、水を少しずつしか溜めていません。 
   万一決壊した場合、ため池の下流に住宅もあることから、 
    人的被害が出るのではと非常に危惧しており、改修工事を 
  お願いします。 
 

【回答】 
  この池は、平成２６年度に耐震性調査を実施しております。  
 今後のため池整備計画については、調査結果を踏まえ、関係 
 機関と協議を行っていきたいと考えています。 
 



■質疑応答                                25 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【大野地区】 
 
○ 市道の拡幅 
   整備中の国道415号の表大野地内と沢地内を結ぶＴ字路 
    交差点において、現状は市道幅が狭く、また、片側が昭和 
    用水であり、危険箇所である。 
       国道415号整備に際しては、市道入口の拡幅等、安全に 
    配慮した設計を要望します。 
 
【回答】 
  国道４１５号の改良により、Ｔ字型交差点の形状が変わる  
 ことが予想されますので、国道の工事にあわせて同交差点で 
 の安全対策を検討していきます。 
 



■質疑応答                                26 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【中尾地区】 
 
１ 経営体育成基盤整備事業の採択について 
 
【回答】 
  現在、市内３地区で「ほ場整備事業」が実施されています。 
  この事業は、氷見市はもとより県内でも要望が多数ある  
 ことから、他の地区からの要望状況も踏まえ、関係機関と  
 協議してまいります。 



■質疑応答                                27 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【中尾地区】 
 
２ 中尾転作研修センタートイレの改善 
     今年度の自治会事業として“若返ろう中尾”「集り、笑い、  
  動く」を目標に研修センター＆広場の解放を実施し非常に 
  好評です。トイレを使用する時は、広場から研修センター 
  内トイレへ駆け込む状況なので、広場から直接トイレを使 
  用できるように改修をお願いします。 
 
【回答】  
   地域の公民館等の改修については、クリエイト・マイ・ 
 タウン事業にコミュニティセンター改造事業という補助事業 
 があります。地域の自治会等が実施主体となる事業で、補助 
 率は事業費の1/5、補助額の上限は150万円です。事業内容 
 の詳細や申請手続については、地方創生と自治への未来対話 
 推進課(74-8013)にお問い合わせください。 



■質疑応答                                28 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【中尾地区】 
 
３ 市道鞍川往易線の改良工事の推進 
   平成26年度より工事開始。総延長約160ｍのうち26年度 
    は30ｍ整備したが、出来る限り早く完了してください。 
 
【回答】 
 平成25年度に測量設計を行い、平成26年度にL=31mの道
路改良を行いました。引き続き今年度は、L=40mの道路改良
を行い、平成29年度の完成を目指し整備を進めてまいります。 



■質疑応答                                29 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【柿谷地区】 
 
○ 市道上山田２号線路肩の補修について 
     平成25年頃から、市道山田２号線の市道上山田３号線と 
    の分岐地点寄りに、新たな段差が発生しはじめ、隣接住民   
    から不安を訴えていますので、一日も速い危険予防的な措 
    置が講じられますよう、お願いします。 
 
【回答】 
  現地を確認したところ、段差の程度が軽度でありまし
た。  
 今後の経過を注意深く観察していきたいと考えておりま
す。 



■質疑応答                                30 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【柿谷、七分一地区】 
 
○ 川田池の水路、堤体、管理道路の復旧及び堆積土砂の浚渫 
 について 
 

     川田池は、柿谷地区、七分一地区の水田受益面積約45ヘ 
  クタールに、農業用水を供給する重要な基幹施設です。 
       近年、貯水池流入部分水路の不同沈下や側壁内方の土砂 
  流出、堤体の崩壊による管理道路の亀裂道路の亀裂発生に 
    加え、大量の土砂が堆積していますので、水路・堤体・管 
    理道路の補修及び堆積土砂の浚渫をお願いします。 
 

【回答】 
  ため池等の整備については、関係機関と協議し、整備方法を 
 検討いてまいります。 
  また、地元負担も必要となりますが、市といたしましても 
 応分の負担をしてまいります。 
 
 



■質疑応答                                31 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【七分一地区】 
 
○ 市道大野七分一線の改良補修について 
     市道大野七分一線に付帯する道路側溝の破損が著しく、 
  側溝清掃を実施しても路面排水の滞留が生じたり、ひび割 
    れ等による漏水等の不具合が顕著になってきています。 
       路面排水の円滑な流れを確保して、住民の安全で安心な 
  暮らしと良好な衛生環境を保全する観点から、市道改良事 
  業の推進をお願いします。 
 
【回答】 
  地元が主体となり、市が補助を行う道路整備地域支援事 
 業もございますので、活用のご検討をお願いします。 



■質疑応答                                32 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

【泉地区】 
 
1 国道415号バイパス整備の促進、泉地内の用地買収の早急 
 な取組み 
 

【回答】 
  泉地区の用地買収につきましては、昨年度末に開催させ 
 ていただいた用地の説明会でもありましたように、県は今 
 年度予算での用地買収を予定しております。具体的な日程 
 はまだ決まっていないとのことですが、その際には関係者 
 の皆様方のご協力をお願いいたします。 
 
2 市道鞍川往易線の内、往易区間約150mの水路路肩の崩壊 
 

【回答】 
  市の方で路肩盛土の補修を行います。 
 



■質疑応答                                33 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

3 市道中泉線の残り130mの舗装工事の実施 
 

【回答】 
  原材料支給事業又は道路整備支援事業において、舗装を  
 行うこともできますので、地元で活用の検討をお願いします。 
 
4 紅谷川の工事に伴う残土の受け入れ先（泉地内）の排水路 
 仮設工の施工 
 

【回答】 
  紅谷川の浚渫は、今年度から実施していく予定ですが、 
 浚渫した土砂は、水分を多く含んでいるので、仮置きが必 
 要と考えています。 
  また、泉地内の受入れ先は、排水路であるため、搬入路 
 等や土地所有者の問題点もあり、地元のみなさんのご協力 
 もお願いします。 
 



■次第                                   34 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

地方創生について 
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出典：人口減少×デザイン 著 筧 裕介 



３９ 
出典：人口減少×デザイン 著 筧 裕介 
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出典：issue+design http://issueplusdesign.jp/jinkogen/ 
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出典：issue+design http://issueplusdesign.jp/jinkogen/ 
４１ 

2014年実績値より 

合計特殊出生率を1.37から1.80へ伸ばす 
転入者数(20-49歳)613人のまま 
転出者数(15-24歳)425人のまま 

合計特殊出生率 

  1.37 → 1.80 



出典：issue+design http://issueplusdesign.jp/jinkogen/ 
４２ 

転入者数（年間） 

１０２人増やす 

2014年実績値より 
合計特殊出生率を1.37のまま 

転入者数(20-49歳)613人→715に増やす 
転出者数(15-24歳)425人のまま 



出典：issue+design http://issueplusdesign.jp/jinkogen/ 
４３ 

転出者数（年間） 

１００人減らす 

2014年実績値より 
合計特殊出生率を1.37から1.80へ 
転入者数(20-49歳)613人のまま 

転出者数(15-24歳)425人→325人まで減らす 



出典：issue+designhttp://issueplusdesign.jp/jinkogen/ 
４４ 

2014年実績値より 
合計特殊出生率を1.37から1.80へ伸ばす 
転入者数（20-49歳）613人→715に増やす 
転出者数（15-24歳）325人まで減らす 

合計特殊出生率 

  1.37 → 1.80 

転入者数（年間） 

１０２人増やす 

転出者数（年間） 

１００人減らす 



出典：氷見市住民基本台帳 
４５ 

2010
P指数

♀     205人

12.4 ♂♀0-19 
♂     203人

♂20-39  309人
24.6 ♂  20-64

♂40-64  499人

25.9 ♀  20-64
♀20-39  87人

♀40-64  528人

♂  65- ♀   514人15.6

上庄地区　人口3,286人

♀   705人21.5 ♀   65-

各地域の2010年の人口を100人とし

た場合の将来の人口を表したもの。

１００

♀20-39 323人



出典：氷見市住民基本台帳、国立社会保障・人口問題研究所推計 
４６ 

2060
P指数

♀     66人

9.4 ♂♀0-19 
♂     64人

♂20-39  112人
21.5 ♂  20-64

♂40-64  184人

22.2 ♀  20-64
♀20-39  23人

♀40-64  196人

♂  65- ♀  273人19.9

上庄地区　人口1,377人（推計）

♀   372人27.0 ♀  65-

各地域の2010年の人口を100人とし

た場合の将来の人口を表したもの。

４２

♀20-39 110人



合計特殊出生率 

 ２．１とする 

年間転入者数(20-49歳) 

 11.6人増やす 

年間転出者数(15-24歳) 

 11.6人減らす 

上庄 地区 人口３，２８６人 

上庄 地区 人口３，２８６人 

12.4 0-19♂♀    

 9.6  20-39♂    

 9.8  20-39♀    

 31.2  40-64♂♀    

 37.0 65- ♂♀    

23.5 0-19♂♀    

20.1 20-39♂    

19.6 20-39♀    

14.8 40-64♂♀    

22.0 65- ♂♀    

４７ 



地方創生に向けて、皆さんの知恵やご意見を！ 
 井戸端会議をしてみよう！  

①４～５人でグループをつくります。  
②各グループに市職員が入り、皆さまのご意見を記録します。  
③いただいたご意見は全体で共有し、今後、地方創生総合戦略 
   を策定する際の参考意見とさせていただきます。  
 

Ｑ１．上庄地区へ、20～49歳の転入者を毎年11.6人増やす 

         ために、どんなことをすればよいでしょうか。  
 

Ｑ２．上庄地区から、15～24歳の転出者を毎年11.6人減らす 

         ために、どんなことをすればよいでしょうか。 

 

４８ 



■次第                                  49 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

意見交換 



■閉会あいさつ                              50 ２７まちづくり 
ふれあいトーク 

上庄地区代表 
 


